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第70回シンポジウムルポ

高原　茂幸（香川県産業技術センター）

2013年9月10日（火），徳島大学において第70回
シンポジウムが「四国のオペレーションズ・リサー
チ」というテーマで開催された． 白露を過ぎてまだ
暑さの残る中，5件の講演に対し50名の参加者が集
まり，活発な意見交換が行われた．
まず，講演に先立ち，実行委員長の宍戸栄徳先生

（香川大学）より，開会挨拶が行われた．本シンポジ
ウムのテーマである四国のORの現状について説明が
あり，地方にあるさまざまな問題や課題についてOR
的な視点からのアプローチや解決策の提案などの取り
組みを行う機会となることを期待しているとの挨拶が
あった．各講演者と講演タイトルは以下のとおりであ
る．
・日本のデータを香川で守る！
田口　泰士（株式会社STNet）

・四国遍路と世界遺産登録
真鍋　俊照（四国大学）

・  建材輸送における積み付けシミュレーションの活用
高原　茂幸（香川県産業技術センター）

・  瀬戸内国際芸術祭における運航等ロジスティックス
藪根　正浩（香川県瀬戸内国際芸術祭推進室）

・高松市中心市街地活性化の取り組み
熊　紀三夫（高松市丸亀町商店街振興組合）

最初の講演者である田口氏は，香川県の良さについ
て力説された後，東日本大震災後のデータセンターの
重要性について触れ，香川県高松市にデータセンター
を建設することの優位性について説明があった．日本
のデータセンターは約70％が首都圏に集中しており，
災害時のシステムダウンへの対応のためにも地方デー
タセンターの利用が今後本格化することが予想され，
特に自然災害の少ない瀬戸内海沿岸の香川に設置する
意義や設計仕様について紹介された．現在，北海道や
沖縄を含めた各地方でデータセンターの建設が進めら
れており，地方を含めた施設配置の最適化問題として
も取り組めそうな内容だと感じた．
次の講演者である真鍋先生は，四国八十八ヶ所霊場
の四番札所大日寺の住職でもあり，ユネスコの世界文

化遺産登録に向けての文化庁への提案活動の中心的な
役割も担われている．その結果，文化審議会文化財分
科会世界遺産特別委員会の調査・審議結果として暫定
候補の中で最も評価の高いカテゴリー Iaに該当する
と評価された取り組みについて紹介された．四国
八十八ヶ所霊場の遍路道は全長約1,400 kmにも及び，
現在も多くの方が歩き遍路等で巡礼に参られている．
ORの代表的な問題である巡回セールスマン問題とし
ての取り組みも考えられそうである．
三番目は小職からの報告であるが，グリーン物流
パートナーシップ会議のソフト支援事業として取り組
んだ物流の効率化・最適化についての紹介であった．
この事業の中で，トラックコンテナへの建材の積み付
け作業において，作業の効率化を目的として，UHF
帯のRFIDと航空貨物向けに開発した積み付けシミュ
レーションシステムとを連携して行った実証試験の結
果について説明を行った．
四番目の講演者である藪根氏からは，香川県で開催

されていた瀬戸内国際芸術祭における各島を結ぶ海上
交通網と島のバス交通網の構築について説明があった．
瀬戸内国際芸術祭は瀬戸内海に浮かぶ12の島に現代
アート作品を展示し，それらを船やバスで巡って見学
してもらうという香川県主催のイベントであり，今回
が2回目の試みであった．前回の利用者数や利用経路
などの情報から重要路線の切り分けを行い，運航スケ

会場の様子
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ジュールを決定した手順について紹介された．この問
題もOR的な視点からのアプローチが考えられる課題
であるが，女性の参加者が多いことや船旅を含めた行
程組みを楽しめることなどを考えると少し無駄と思わ
れるような部分があってもよいかもしれない．
最後の講演者である熊氏は，高松市の中心にある丸
亀町商店街の活性化のための取り組みについて紹介さ
れた．地方にある共通の問題として中心市街地の衰退
があり，その原因は郊外への大型店の進出だけではな
く，市街地の居住人口の減少により起こることについ
て説明があった．そして，その問題を解決するために
取り組んだゾーニングなどのエリアマネージメント手
法について紹介された．人を呼び戻すためのさまざま
な取り組みをされており，地方における経営工学・社
会工学に基づくまちづくりの先駆的な取り組みである
と感じた．これらの取り組みにより，住人の障害者の

方の割合が増えたということであり，現在進行形では
あるが職住近接のまちづくりの成功例であろう．
今回のシンポジウムでは，少し香川県寄りの内容で

はあったが四国におけるORの取り組みやORに通じ
るような問題，課題への取り組みについて解説してい
ただいた．これらの問題提起に対して，出席者からの
質問も活発にあり，地方にもさまざまなOR的な問題
が存在することを認知してもらう機会となる非常に有
意義なシンポジウムとなった．
本シンポジウムでは，全国から50名の方にご参加

をいただいた．久しぶりに四国での開催ということも
あり，いろいろ心配する面もあったが，成功裏に終え
ることができた．ご来席くださった皆様に御礼申し上
げるとともに，これを機会に再度四国に足をお運びい
ただき，穏やかな四国の良さを感じてほしい．
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2013年度秋季研究発表会ルポ

得能　貢一（鳥取大学），小柳　淳二（鳥取大学）， 
岡村　寛之（広島大学），加藤　浩介（広島工業大学）

1. はじめに

2013年9月11日，12日に徳島大学常三島キャンパ
スにおいて，日本OR学会2013年度秋季研究発表会
が開催された．会場となった徳島大学常三島キャンパ
スは徳島駅から徒歩で20分という立地である．地方
開催であるが300名近くの参加者があり，大盛況のも
と研究発表会，特別講演，懇親会が行われた．

2. 研究発表

研究発表は「確率モデル」，「待ち行列」，「災害対
策」，「探索理論」，「離散最適化」，「企業事例交流会」，
「輸送・交通」，「都市・地域」，「マルコフ過程」，「連
続最適化」，「意思決定」，「生産管理　在庫管理」，「地
域・資源・環境」，「信頼性」，「マーケティング」，「金
融」，「ゲーム理論」，「情報・通信」，「予測」，「スケ
ジュール」，「最適化」に関するセッションと，「評価
のOR」，「スーパーグリッドのOR」，「データ解析コ
ンペティション」の特別セッションがあった．また，
今回の研究発表会の特別テーマである「ツーリズムと
OR」に連動した特別セッションとして，「ツーリズム
における観光情報」および「観光情報と意思決定」が

設けられた．両セッションとも，観光立国推進基本法
に基づいて観光立国を目指す日本での観光推進に向け
た先進的な研究成果が発表された．全体の発表件数は，
第1日目に58件，第2日目に71件の計129件であっ
た．
第1日目の特別セッション「スーパーグリッドの

OR」では，多国間をまたがる送電網であるスーパー
グリッドに関連した研究発表が行われた．スーパーグ
リッドは数千キロ単位で国をまたいだ送電の実現を目
指しており，そのための送電，売買などが主なテーマ
であった．慶応大学の柳井浩氏による「長距離送電に
伴う電力の損失と単価の上昇」では，梯子型回路モデ
ルを考え，既存の指数を基礎としたモデルでの近似可
能性を調査した結果が報告され，既存の指数関数でよ
く近似できていることが示された．また，電力損失の
式に基づいた費用のモデル（2次関数，指数関数）を
示し，これらもよく近似できていることが報告された．
筑波大学の鵜飼孝盛氏による「長距離送電による大規
模送電網実現の経済分析」では，大規模送電網におい
て需給のバランスが成立するための条件に関する研究
発表があった．発電，需要，送電をそれぞれモデル化
し，どのような条件であれば需給の関係が成立するか
どうかを分析した．また，3地域における条件の考察
も示され，3地域では，他の地域から買って，別の地
域へ送電するような地域が存在することが示唆された．
「待ち行列（2）」セッションの，神奈川大学・青木
亮氏による「母関数法によるM/PH2/1待ち行列の解
析」では，M/PH/1の待ち行列における確率母関数解
析において，M/PH2/1待ち行列で公比行列の陽表現
を求め，行列二次方程式の一意性が成り立たない反例
が存在するといった理論的な成果が示された．また，
京都大学の加藤将隆氏による「データセンタにおける
消費電力低減を目的としたサーバ管理スケジューリン
グ方式の性能解析」では省電力データセンタに対して
確率モデルを用いた定量的な性能評価を行う応用研究研究発表風景
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が発表された．
大阪大学の蓮池隆氏がオーガナイズした「ツーリズ
ムにおける観光情報」では，蓮池隆氏らによる「観光
経路情報を利用した観光者行動コーパス構築への一考
察」，徳島大学の山田紗希氏らによる「徳島市周辺に
おける観光客の嗜好を考慮した観光経路最適化システ
ムの構築」，情報・システム研究機構の一藤裕氏らに
よる「宿泊施設のWeb予約データに基づいた観光行
動分析」という3件の発表があった．蓮池氏らの発表
においては観光者の観光経路情報から観光者個人の訪
問した観光地に対する満足度を推定し，最終的には観
光者行動コーパス構築を目指す研究についての報告が
なされた．また，山田氏らの発表においては，時系列
ネットワークを用いた観光客の嗜好に基づく経路導出
アルゴリズムの提案および徳島市の実際の観光データ
に基づく観光経路の導出結果についての報告がなされ
た．さらに，一藤氏らの発表においては，宿泊施設の
Web予約データから京都市のホテルの稼働率の推定
を試みるとともに宿泊プランのオプションの価値を推
定し，人気のある宿泊プランの特徴などについて報告
された．
広島大学の片桐英樹氏がオーガナイズした「観光情
報と意思決定」では，近畿大学の加島智子氏らによる
「Web情報を用いた観光コンシェルジュシステムの構
築と提案」，大阪大学の蓮池隆氏らによる「多様な情
報からの観光満足度設定手法を利用した観光経路構
築」，広島工業大学の松本慎平氏らによる「最適化手
法に基づく個人観光経路決定システムに対する環境負
荷因子導入の効果」という3件の発表があった．加島
氏らの発表では旅行者の「どこかいいところ」という
ような漠然とした要求に対してできる限り適切な回答
をするために旅行者の属性およびクチコミ情報とWeb
検索を用いた観光コンシェルジュシステムの開発に関
する報告がなされた．蓮池氏らの発表ではAHPによ
る観光満足度の設定の下で時空間ネットワークに基づ
く観光経路作成問題を数理計画問題として定式化し，
求解するというアプローチに関する報告がなされた．
松本氏らの発表では発表者らがこれまでに開発してき
たスマートフォンにおいて利用可能な観光経路推薦ア
プリケーションに対して環境負荷軽減の観点からの機
能を考慮した新しい観光経路推薦アプリケーションの
提案に関する報告がなされた．両セッションで発表さ
れたすべての研究がWebやスマートフォンといった
情報通信技術（ICT）に基づくものとなっており，近

未来の快適な旅行や観光のためには，現在以上に ICT
を有効に活用することが必要となっていくことが示さ
れた．
第2日目の「離散最適化（4）」の東京大学・相馬輔
氏による「二部グラフ上の最適予算配分問題に対する
高速アルゴリズム」では，NP困難である最適予算配
分問題に対する近似アルゴリズムが発表された．問題
をマルチセット単調劣モジュラ関数最大化へ書き換え
を行い，確率の単調性から既知の近似解法の適用を試
みていた．
「ゲーム理論（1）」のセッションでは，広島大学・
齋藤靖洋氏による「確率的打ち切りを考慮した射撃
ゲームにおける最適シュタッケルベルグ戦略につい
て」の発表が行われた．従来から知られている射撃
ゲームに対して，確率的な打ち切りを考慮することで
得られるシュタッケルベルグ解が示された．
「情報・通信（1）」の東京工業大学・永松平氏によ
る「セルラ無線通信網における被覆確率のPade近
似」では，セルラ無線通信網の被覆確率の計算で問題
となる数値積分をPade近似によって高速に求める手
法が示された． 

3. 特別講演

特別講演は，研究賞受賞者である中央大学の藤沢克
樹氏による「最適化と計算の今後：大規模問題をどこ
まで解決できるのか？」，四国ツーリズム創造機構会
長（JR四国会長）・松田清宏氏による「四国の観光に
ついて」，四宮生重郎氏による「世界に羽撃く阿波踊
り―踊る阿呆でござる―」があった．
中央大学の藤沢克樹氏はJST CRESTによる「ポス
トペタスケール高性能計算に資するシステムソフト
ウェア技術の創出」に採択された研究テーマ「ポスト
ペタスケールシステムにおける超大規模グラフ最適化
基盤」の研究代表者であり，世界的にもめざましい活
躍をしている．講演では，大規模計算・大規模最適化
計算に関する話題を紹介し，最新の動向と2015年の
予測や目標が示された．まず，最適化の現状について
の説明があり，大規模最適化問題を解くソルバーを実
装することそのものが最適化問題であることや，分析
すべきデータが現在では数百万オーダーになること，
半正定値計画問題と混合整数計画問題が特に応用上重
要であることが紹介された．次に，大規模計算に関す
る近年の傾向として，実際の計算とアルゴリズムの計
算量が合わないことや，キャッシュ性能などが大規模
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計算においては非常に影響が大きく，キャッシュを考
慮したアルゴリズムが必要であること，さらに， 今後
を見据えた大規模計算の指標として単位電力あたりの
性能値などが重要となることが紹介された．一方で，
線形計画問題と半正定値計画問題の変遷にふれ，現在
ではアルゴリズムとコンピュータを分離して評価する
ことにあまり意味がなく，アルゴリズムと実装を合わ
せた評価が必要であることが再度指摘された．
また，中心性，最短路などのライブラリが紹介され，
グラフ解析に関する応用事例が示された．具体的には，
ScaleGraph （http://scalegraph.org/） などが紹介され，
応用事例としては，緊急避難計画の数理モデルなどが
示された．さらに，スタンフォード大学のクヌース氏
が考案したアルゴリズム Simpath の紹介もあった．
講演の最後では，5年後の目標も踏まえて，探索ア

ルゴリズム，クラスタリングアルゴリズム，最短路，
最大フロー，PageRank，半正定値計画問題，混合整
数計画問題における取り組みが紹介された．
最先端の研究者からの講演であり，現役・若手研究
者にとってヒントとなる話題が多く，興味深い講演で
あった．

四国ツーリズム創造機構会長の松田清宏氏による講
演では，四国の観光についての話があった．まず，観
光の語源から始まり，観光の経済効果が年間一人121
万円であること，外国人7人で一人分の人口減をうめ
るなど，さまざまな視点から観光が地域の産業として
重要であることが示された．
次に，移動の歴史から見た観光の歴史が紹介された．
人の移動の歴史は，「歩く」，「動物による移動」，「船
による移動」，「動力を使った移動」と変遷しているこ

とが紹介され，さらに近代における観光の歴史として
19世紀のスエズ運河やアメリカ横断鉄道による第一
次観光革命，さらに第二次，第三次，第四次の観光革
命を経て移動距離と規模が増加していることに紹介さ
れた．さらに，観光は移動や宿泊といった直接影響す
るものだけでなく，農業や林業なども含んだ広い視点
からの戦略が必要であることも示された．
講演の中盤以降は四国の観光に関する統計や戦略を

紹介しながら話が進んでいった．まず，統計データと
して，四国の宿泊データから四国の人が四国内であま
り移動していないことなど興味深い分析が示された．
また，当たり前だと思っていることが外国人などの外
部からの視点では違って見えるという話があった．一
例として，四国の「小ささ」は外国人からは「小さい
エリアで全部できる」視点となることが紹介された．
最後は，四国の観光スポットの紹介があった．四国

遍路によるおもてなしの文化や廃線を利用したホビー
トレインの紹介，また，四国における観光の戦略とし
ては，四国の奥へ誘導するような戦略が重要であり，
それには四万十川が大きな鍵となることなどが紹介さ
れた．
観光は多くの人が興味を持つ話題であるのと，松田

清宏氏の軽妙な話しぶりで多くの人が聞き入っていた．
四国の観光スポットの話もあり「また四国へ来たい」
と思わせる講演であった．

85歳の四宮生重郎氏の講演は，毎日の目覚まし体
操，腕立て伏せ250回などの日々の鍛練の話から始ま
り，阿波踊りの実演で会場の皆さんを楽しませた．実
演は正調の阿波踊りから始まり，東京音頭やジャズ，
ロック音楽に合わせて踊り，阿波踊りが持つ世界の広

特別講演 藤沢克樹氏（右）

特別講演 松田清宏氏
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さを紹介した．また，この日のために一つ一つ手書き
で「笑顔で今日も有りがとう」などの，心に響く言葉
を書いた短冊を会場に配布するなど，四宮生重郎氏の
人と人のつながりを大切にする気持ちが伝わる講演と
なった．
講演の後半では会場が一体となり阿波踊りを実演す
るなど，これまでの研究発表会の特別講演とは趣が異
なった楽しい講演となった．実際に，阿波踊りを体験
した会場からは「わずかな時間の踊りでも体力を使う
ことを実感し，何時間も踊るための鍛錬が必要なこと
を実感できました」などの感想があった．

4. 懇親会

第1日目の夜は恒例の懇親会が行われた．会場は徳
島駅近くの阿波観光ホテルで，多数の参加者があった．
まず，会長の腰塚武志氏より挨拶があり，発表会の
成功と実行委員への感謝の意が示され，次いで，学会
の昨年度の会計が黒字へ転じた話などがあった．その
後，副会長の香田正人氏による乾杯，実行委員長・大
橋守氏から参加者への挨拶などが行われた．
懇親会の途中では，第1日目の学会賞表彰式で受賞

された方々のお話があった．受賞された方々は，現在，
過去，未来の学会を支える有望な人材である．懇親会

という場での話ということもあり，それぞれの人柄が
よくわかる素直な話を聞くことができた．
懇親会も後半になると，会場も盛り上がり参加者の

声も次第に大きくなっていった．例年，懇親会では会
の後半には料理がなくなることもあるが，出された食
事も十分にあり，懇親会は盛会のうちに幕を閉じた． 

5. おわりに

今回の研究発表会ルポは分担して執筆する形式で
行ったが，編集が大幅に遅れて学会の編集委員にご迷
惑をおかけしたことをお詫びしたい．
研究発表会はOR学会にとって大きなイベントであ
ると同時に，研究者同士が最新の研究を発表・討論し
て研究の幅を広げたり，企業と研究者が交流すること
で，企業が抱えている問題の解決を試みたりする重要
な場である．近年では，ビッグデータ解析などオペ
レーションズ・リサーチと関連する分野が注目されて
おり，研究発表会を通じてOR学会が貢献できること
も多くあるように思う．
また，何より地方での研究発表会は開催地の文化を

紹介するよい機会でもある．参加者全員が研究・文化
の両面から有意義な時間を過ごしてもらえたことを確
信して本ルポを締めくくりたいと思う．

特別講演 四宮生重郎氏（阿波踊り実演中）

受賞者挨拶（懇親会にて）



2014年5月号 289（45）

第32回企業事例交流会ルポ

笹谷　俊徳（東京ガス株式会社）

2013年9月11日，第32回企業事例交流会が2013
年度秋季研究発表会のセッションとして，徳島大学常
三島キャンパスにて開催された．司会の斉藤努氏（構
造計画研究所）の進行の下，二つのサブセッションに
分けて合計4件の発表が行われ，いずれの事例もOR
実務家とOR研究者の交流の場にふさわしい現場にお
けるORの有効な活用に関する先駆的な取り組みが紹
介された．発表後は，前半の2件の発表については藤
澤克樹氏（中央大学）が，後半の2件の発表について
は野々部宏司氏（法政大学）がコメンテーターを務め
られ，活発な質疑が繰り広げられた．以下は，4件の
発表と質疑応答の概要である．

1. 鉄鋼圧延プロセス制御におけるOR的
手法

中川繁正氏（新日鐵住金株式会社）
鋼材を加熱・圧縮・冷却して鋼板を生産するプロセ
スにおいては，鋼板の形状や特性をコントロールする
ための制御が行われる．中川氏らの発表では，プロセ
ス制御にOR的手法を活用した事例が述べられた．
まず加熱のプロセスにおいては，線形計画法を用い
たスラブ加熱制御が紹介された．これはスラブと呼ば
れる鋼材を所定の温度まで加熱する際に，加熱品質を
満足しながらも燃料原単位をできるだけ小さくしたい
というもので，炉内に存在する複数のスラブの最適炉
温をLP問題に定式化して求めるものである．実際に
炉温の設定に関して80％の適用率を誇り，数％の燃
料原単位の改善効果を持つことが紹介された．
また，圧延プロセスにおいては，生産性向上を図る
ために，圧延ミル負荷バランスの最適化が行われてい
る．これは圧延時間を最小化するよう，圧延材移送パ
ス決定問題を解くものであり，分枝限定法とグリー
ディ法を組み合わせた手法を開発することで，わずか
数秒の計算時間で高精度の解が得られたとのことであ
る．
最後に冷却工程におけるモデル誤差学習について紹
介された．これは，水冷による鋼板温度を温度計算モ

デルによって予測するが，予測モデルには誤差が存
在するため，操業データを用いてモデル誤差を局所
回帰モデル（PLS回帰）で推定するというものであ
る．
発表後の質疑では，高度な信頼性が求められる制御

系システムと普通のPCやサーバーを用いることが多
い最適化システムをどう連携して運用しているか，問
題に対し安定的な解が得られているものか，といった
質問に対し，オンラインの計算部分と最適化サーバー
を連携させることや，複数のプログラムを走らせ良
い解が得られない場合はバックアップのロジックを
用いることなどの，運用上の工夫について回答があっ
た．

2. 化学プラントの生産計画・スケジュー
リング取組事例

澤井義人氏（三菱化学株式会社）
澤井氏らは，生産プラントの現場に最適化やスケ
ジューリングなどのさまざまな数理手法を適用し，効
果を上げている．当日の発表では，近年取り組んでい
るという在庫適正化・生産計画の立案，生産スケ
ジューリング，タンク繰りの自動化を中心に取り組み
が紹介された．
在庫適正化・生産計画の立案においては，経験に 
依存することが多かった在庫管理について，在庫理論
を用いて安全在庫を求め，シミュレーションで検証を
重ねることで，自動化を達成した取り組みが紹介され
た．
また生産スケジューリングについては，製造プロセ

スに起因するさまざまな複雑な制約を加味する必要 
があり，立案担当者の経験と能力に依存する側面が 
大きかったところを自動化・最適化すべく，制約プロ
グラミングを用いたスケジューリングシステムを構 
築した事例が紹介された．これにより，担当者の負荷
軽減・効率化が達成できたうえ，属人性の回避により
人のローテーションも行いやすくなったとのことであ
る．
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最後にタンク繰りの自動化について紹介された．タ
ンク繰りの計画を立案する際には，数カ月先までの適
切な原料供給計画を立案することに多大な時間を要す
るうえ，さまざまな性状の原材料の受け入れ可否を素
早く回答する必要もある．それに対し複雑な種々の制
約に対応すべくルールベースのアプローチによる自動
化を行い，大幅な省力化と原材料の購入機会損失の削
減に寄与しているとのことである．
質疑では，タンク繰りなど制約が非常に厳しい問題
に対して，運用側で制約を緩和するような変更は考え
られないかというコメントに対し，可能であれば運 
用変更を行いたいものの，技術面だけでなく，他社と
の関係などもあって変更が難しいという事情の中で
OR的アプローチが効果を発揮しているとの回答が
あった．

3. LNG船の運用最適化による燃料費削減
の取り組み

小林宏樹氏（大阪ガス株式会社）
都市ガス料金の一部を構成する原料費の低減のため
の一つの方策として，LNG船の運航効率化による輸
送費低減が挙げられる．LNG船の燃料消費特性とし
て，運行速度を下げるほど航海あたりの燃料消費量を
抑制できる．一方で，LNGから時間経過に応じて気
化することで発生するBoil Off Gas （BOG）を自船の
燃料として使うことができるが，BOGは運行速度に
依らず発生するため，あまりに運行速度が遅い場合は
消費しきれずに余剰が発生してしまう．つまり，一概
に運行速度を下げることが効率的とはならないという
特性を持つ．このような特性を踏まえ，必要輸送量を
確保しつつ船速を適切な範囲に設定できれば燃料消費
量を下げる余地がある．
そこで小林氏らは，これらの燃料消費特性を踏まえ
て，燃費最小化を目的として，LNG船団の最適な運
航計画（各船の年間計画と燃料消費計画）を作成する
最適化モデルを開発した．これにより，船団運用と燃
料消費量の最適化が実現すれば，多額の燃料消費量削
減ポテンシャルがあることを示している．今後の課題
としては，解の収束性を鑑みた船団運用ルールの優劣
判断などモデルの高度化を進めるとともに，今後の
シェールガス導入などもにらんで船団運用の高度化の
実現に向けて取り組みを進めるとのことである．
質疑では，改善の実現に向けてどのように現場を説
得していくか，複雑な制約をどのようにどこまで加味

していくかなどについて議論が交わされ，現場との緊
密な連携の中で効果を示しながら導入を進めていく工
夫などが語られた．

4. 徳島県における病病・病診連携システ
ムの構築

玉木　悠氏（徳島大学病院）
地域全体で連携して医療サービスを提供する地域医

療連携の推進には，病気の進行状況に応じた役割分 
担，すなわち病病連携・病診連携が重要である．玉木
氏らからは，ITを活用することで，質の高い医療を
より効率的に行うための取り組みについて紹介がされ
た．
徳島県の医療が抱える課題の一つに，糖尿病が深刻

であることが挙げられる．糖尿病治療には多くの専門
分野の連携，かかりつけ医と専門医の連携が必要であ
る．こうした背景の下，病状や治療方針の共有を容易
にする病病・病診連携システム構築が行われている．
システム構築により，関係者が利用可能なダッシュ

ボードができあがり，従来の紙（紹介状）を中心とす
る情報連携では不可能であった詳細・長期間にわたる
経過の共有が可能となる．また保健センターにおいて
も，健診結果や指導内容の経年分析などが可能となっ
た．各病院・診療所においても，検査結果や処方内容
が容易に一元管理可能なクラウド型システムとして活
用できる．さらに将来的には匿名化して分析を行うコ
ホートデータベースとしても期待されている．
現在取り組みは20医療機関に広がっており，カ

バー率の向上に向けて，連携の範囲を広げると共に，
管理できるデータを拡充することで医師の利用意 
欲をさらに高めることが次の目標であるとのことであ
る．
質疑では，現時点での結果の評価は，という質問に

対し，糖尿病という対象の性質上，結果が明確になる
までには長期の取り組みの必要があるとの回答があっ
た．そのうえで，効果が見えにくい中どのように導入
を説得するのか，という質問に対して，理念には共感
が得られるもののコスト負担が障害であり，どのよう
にコスト負担に見合う利点を打ち出せるかという課題
があるとの回答がなされた．

今回の4件の発表は，鋼板製造プロセス，化学プラ
ント，LNG船運航，そして医療現場とそれぞれ対象
は異なるものの，いずれも企業の事業活動や私たちの
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生活に密接に関わる部分でOR的手法が大いに活用可
能であるとの可能性を感じさせる興味深いものであっ
た．また，各発表およびディスカッションからは，
OR的手法を現場に実際に適用するまでの苦労と情熱
が伝わってきたという意味でも，企業人と大学研究者

の交流の場にふさわしいものであったと考えられる．
今後も現場でのORの活用を推進する実務家と研究者
の交流が密に交わされていくことで，ORの活用がさ
らに広がっていくことを期待したい．
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OR見学会ルポ

加藤　浩介（広島工業大学）

徳島大学で開催された2013年秋季研究発表会（9
月11, 12日）の翌日（9月13日）に本見学会が行わ
れた．見学先は，徳島県内の代表的な企業である大塚
製薬株式会社，鳴門市内の酒造メーカーである株式会
社本家松浦酒造，四国八十八ヶ所霊場の第一番札所で
ある竺和山一乗院霊山寺であり，参加者は12名で
あった．
最初の見学先は，大塚製薬（株）徳島板野工場であっ
た．本工場は「自然と共生」をコンセプトに掲げてお
り，自然にあふれた素晴らしい環境の中にあるととも
に敷地内にビオトープを配置し，ゼロエミッションも
達成している工場である．まず，医薬品棟においてス
ライドによる全体説明を受けた後，同棟で錠剤の生産
工程について，実際の生産順序に従って自動化された
生産ラインを見学した．1回の生産で320万錠生産で
きるとのことであり，原料を錠剤の形にする打錠機，
錠剤の表面に薬剤名を印刷する印刷機（最新の機械は
両面印刷が可能になっているとのこと）や印刷不良や
錠剤の欠けなどをカメラでチェックする検査機が高速
で動作する様子がビデオ上映された．特に，複雑な処
理が予想される検査機が高速に動作しているのが興味
深かった．
その後，Soy（大豆）＋solution（解決）をテーマに
大豆で地球上の健康や環境問題の解決を目指す製品を

生産しているSoylution棟を見学した．本棟において
は，「SOYJOY」や「ソイカラ」といった製品が生産
されており，それらの自動化された生産ラインについ
て説明を受けながら見学した．試作品や不良品などの
廃食品は飼料や肥料にリサイクルされているとのこと
であった．
次の見学先は，鳴門市内の（株）本家松浦酒造であっ

た．本酒造は文化元年（1804年）創業とのことであ
る．最初に，本酒造で酒造りに使われる米（山田錦）
について説明があった．大吟醸では精米歩合が35％
で，本酒造での平均精米歩合は約60％とのことで
あった．次に創業当時から使われている蔵を見学した．
阪神淡路大震災にも耐えたとのことで，非常に太い柱
が随所に使われていた．また，雑菌の繁殖を抑えるた
めに柱には柿渋が重ね塗りされてきているとのことで
あった．その後，酒造りの建屋に移り，米を蒸す大釜
や仕込みタンクなどを見学した．最後に，本酒造の製
品の試飲をさせていただいた．筆者は純米大吟醸「鳴
門鯛」をいただいたが，フルーティで上品な香りが印
象的であった．
最後の見学先は，四国八十八ヶ所霊場の第一番札所

である竺和山一乗院霊山寺であった．宗派は高野真言
宗，本尊は釈迦如来，開基は行基菩薩で，創建は天平
年間（729～749）とのことである．仁王門をくぐっ

大塚製薬（株）Soylution棟での見学の様子 （株）本家松浦酒造での試飲の様子
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て境内に入ると，正面に本堂，左手に多宝塔，右手に
大師堂などがあって美しい景色が広がっており，見学
会の最後に心安らぐひとときとなった．
今回の見学会の移動手段はバスであったが，移動中

はガイドを務められた中山先生（徳島大学）の名調子
で道中の注目スポットをクイズも交えながら説明いた
だいたので移動中も時間を持て余すことなく楽しむこ
とができた．
最後に，今回の見学会にあたって多大なるご協力を

いただきました大塚製薬株式会社徳島板野工場，株式
会社本家松浦酒造，ならびに，竺和山一乗院霊山寺の
関係者の皆様に心より感謝申し上げます．

竺和山一乗院霊山寺の仁王門

小豆畑隆 / 渡邉　正 共著中山　明 / 穴沢　務 共著
B5　210頁　本体 2,000（税別）B5　260 頁　本体 2,800（税別）

ネットワーク理論
モノの流れを科学する

ITの基礎となる
離散数学

最新刊 好　評

　道路網や通信網といった「網」を表記する数学的構造を「ネット
ワーク」と呼ぶ。「ネットワーク理論」は 1950～60 年代にFord や
Fulkersonによって始められ，アルゴリズム理論の進展とともに
目覚ましい発展過程にあり，依然として，刺激に満ち溢れた分野
である。本書では，ネットワーク上の「モノの流れ」に関わる問題

（最短路問題，最大フロー問題，一般化最大フロー問題）を取り上
げ，それらに対する代表的な解法を，初学者でもわかるように平
易かつ厳密に解説した。そのために，新たな論理展開，諸命題，
定理を盛り込み，難解な一般化最大フロー問題を見通しよく解析
できるようにした。本書は，従来の言葉による説明に加え，数式
による厳密な表現を多用して曖昧さを排し，精緻でクリアな理論
体系を構築した画期的な図書である。

　離散数学を学ぶのは，そもそもコンピュータが基本的に
有限の構造をしており，その性質の多くが有限数学系の枠
組みで理解されるからである．
　将来，コンピュータ科学がさらに発展し修得すべき離散
数学の内容が増えることはあるにしても，読者が今後 IT
技術者として関わっていくには，本書の内容をマスターし
ておくことは極めて重要である．
　本書は，離散数学の中の最も基礎的な部分を概観するこ
とを目的として書かれている．レベルは，大学初年次の学
生を念頭に置いて解説した．全体としては 1 年間を超える
分量が盛り込まれている．主要目次：1 グラフの諸定義　2 グラフに関するアルゴリ

ズムとその計算量　3 最短路問題　4 最大フロー問題　5 線
形計画法　6 フロー問題の一般化に向けた準備　7 一般化
最大フロー問題　8 ネットワーク双対単体法（原型版）　9 
ネットワーク双対単体法（多項式版）　付録 A 写像に関する
補足　B 行列に関する補足　C 線形計画法に関する補足

主要目次：1 章 集合　2 章 命題論理と述語論理　3 章 ブー
ル代数　4 章 行列と行列式　5 章 行列と行列式（2）　6 章 
関係　7 章 グラフ理論　8 章 組合せ解析　問題解答　記号
一覧
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